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【慎み深く・・】  
ローマの信徒への⼿紙12章3節〜8
節 
12:3 わたしに与えられた恵みによ
って、あなたがた⼀⼈⼀⼈に⾔い
ます。 
⾃分を過⼤に評価してはなりませ
ん。 
むしろ、神が各⾃に分け与えてく
ださった信仰の度合いに応じて慎
み深く評価すべきです。 
12:4 というのは、わたしたちの⼀
つの体は多くの部分から成り⽴っ
ていても、すべての部分が 
同じ働きをしていないように、 
12:5 わたしたちも数は多いが、キ
リストに結ばれて⼀つの体を形づ
くっており、各⾃は互いに部分な
のです。 
12:6 わたしたちは、与えられた恵
みによって、それぞれ異なった賜
物を持っていますから、預⾔の賜
物を受けていれば、信仰に応じて
預⾔し、12:7 奉仕の賜物を受けて
いれば、奉仕に専念しなさい。 
また、教える⼈は教えに、 
12:8 勧める⼈は勧めに精を出しな
さい。施しをする⼈は惜しまず施
し、指導する⼈は熱⼼に指導し、 

慈善を⾏う⼈は快く⾏いなさい。 
＊＊＊＊＊ 
パウロは極めて具体的な勧めを書
き始めています。 
1）過⼤評価ではなく慎み深く 
ここでは教会の中での⼈間関係に
ついて触れているのですが、 
教会という共同体の中で、⾃分へ
の過⼩評価というのは健全ではあ
りません。「わたしなんか全然役
に⽴っていないからいない⽅が良
いのです」というような発⾔は健
全ではありません。あなたの存在
は⼤切です。 
でも、同時に「⾃分だけがこの関
係を⽀えている柱だ」とか「この
役割は絶対⼈には譲れない」とい
うような考えもまた健全ではない
のだと思います。 
パウロはここでは「慎み深く」⾃
分の役割や存在を考えるように促
しています。 
これはイエス様の教えの中にも明
確に語られています。 
ルカによる福⾳書17章 
「17:10 あなたがたも同じこと
だ。⾃分に命じられたことをみな
果たしたら、『わたしどもは取る
に⾜りない僕です。しなければな
らないことをしただけです』と⾔
いなさい。」 
 



 
2）それぞれが違う働き、⽀え合う
という絆 
体はひとつ、しかしそれぞれの部
分が繋がりあって体が動き成⻑し
ていくわけですね。 
その⼀部を担っているパーツはど
んなに他の部分から⾒て⽬⽴って
も⽬⽴たなくても⼤事な存在であ
り、なくてはならない「かけがえ
のない存在」なのです。そういう
存在同⼠がつながりあい、⽀え合
っているからこそ元気な体が動き
出すのです。 
決して、極端に⾃⼰否定しないよ
うに、⾃⼰評価を下げすぎてはな
りません。 
あなたが「存在する」ことこそ、
体に対する最⼤の貢献だと思って
良いのだと思います。 
そして、また、決してひがんだ
り、妬んだりしないように要注意
です。 
それぞれの働きが必要だからで
す。 
 
3）恵みによる賜物 
そして、その働きをパウロは「恵
みの賜物」と呼び、預⾔・奉仕・
教え・奨励・施し・指導・慈善な
どの分野についての⾔及がなされ
ています。 

「賜物」とはそれぞれが持ってい
るいわゆる能⼒というのと 
全く同じわけではありません。 
賜物は「カリスマ」と呼ばれます
が語源は「カリス」（恵み）で
す。 
つまり、神様がわたしたちひとり
ひとりに与えてくださる賜物は 
神様の恵みを表明し、それを表現
するために各⾃に与えられた 
能⼒や役割、また促しなどのこと
を⾔うのです。 
賜物のゆえに、⾃らが有名になる
とか、⾃らの「誇りの材料」が 
増えるというのは「恵みの賜物」
とは別物だと思った⽅が良いで
す。 
 
しかし、神様は私たちひとりひと
りに賜物を与えてくださっていま
す。 
恵みを表明させようとして与えて
くださっていますので、それを 
⾃⼰をアピールするために⽤いる
ことは罠にハマってしまうことに 
なります。 
多くの場合、⾃分に託された恵み
の賜物は、後になって気づいたり 
他者がそれを指摘してくれること
で⾃覚できるようです。 
最初から、⾃分はこれができるか
ら、これこそ神の賜物だと 



思い込む必要はありません。神は
あなたが「⾃分のもの」という 
意識を離れた「何か」を⽤いるこ
とが多くあります。 
⼼配せず、ゆったりと、神の恵み
を味わい、謙遜に、神様が 
私に神様の恵みを表現させるため
に何かをお与えくださっているら
しい。 
それがしっかり⽤いられますよう
にと祈りつつ、⽇々を暮らしたい
ものです。 
 
祝福がありますように 
 
＋＋＋＋ 
「MACF礼拝説教映像」はこちらで
す。 
 https://youtu.be/ZipEucQ5VFA  
 
 


